
令和8(2026)年
２月14日(土)
9：00～17：00

会場：宇都宮大学峰キャンパス
　　（栃木県宇都宮市峰町350）

【参加申込みについて】
　・以下のURLまたはQRコードからお申し込みください。
    　https://forms.gle/yccH1cpoTbDpMXpY9
　・会場の収容人数の都合上、１～３のそれぞれについてお申し込みください。
　　お申込みは同じフォームから行えます。
　・申込期間は令和７年10月１日(水)～令和８年２月１日(日)です。
　　ただし、３については、会場の収容人数の都合上、先着120名様に限らせて
　　いただきます。
　・２において実践の発表を希望される方は、令和８年１月25日(日)までにお申し込みください。
　・お申し込みいただいた方には、当日の詳細および発表資料等につきまして、令和８年２月12日(木)
　　までにメールにてご連絡差し上げます。
　・本フォーラムは、教職員、教育委員会関係者、大学教員及び教職志向の大学生・大学院生等を対象と
　　しております。一般の方のご参加はご遠慮いただいておりますので、ご了承ください。
 

【問合せ先】
　宇都宮大学教職センター地域連携部門（担当：井口桂一）
　TEL 028⁻649⁻5272 / E-mail kyosyoku@a.utsunomiya-u.ac.jp

宇大
教育実践
フォーラム

参加
無料

教職大学院生が連携協力実習校での実践研究について発表します。
１ 教育実践発表会　9:00～12:15（受付8:30～）

各学校の学校改革・授業改善の取組や、教職大学院生の実践研究の成果などを持ち寄っ
て、少人数で話し合います。参加者一人一人が率直な悩みや喜びを語り合えるような場
になれば幸いです。グループについては、参加申し込み後に編成します。

２ ラウンドテーブル　13:00～15:00（受付12:40～）

３ シンポジウム　15:20～17:00（受付15:00～）
「コロナ禍は、学校現場に何を残したか？―不登校対応と情報端末活用―」をテーマ
に、事例発表からコロナ禍における学校の変化の様相を学び合うとともに、不登校対応
と情報端末活用を中心に、今、学校教育に求められることについて議論します。

　登壇者：飯田高広（宇都宮市教育センター所長）
　　　　　森　綾美（宇都宮市立簗瀬小学校教諭）
　　　　　大藏　裕（那須塩原市教育委員会学校教育課長）
　司　会：束原定雄（宇都宮大学教職センター副センター長）

主催：宇都宮大学大学院教育学研究科・宇都宮大学教職センター
後援：栃木県教育委員会・宇都宮市教育委員会・那須塩原市教育委員会・下野新聞社

https://forms.gle/yccH1cpoTbDpMXpY9

